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は　じ　め　に
アルボウイルス（arbovirus）と

は，ar thropod-borne virus（節
足動物媒介ウイルス）から作られ
た混成語で，吸血性の節足動物に
よって脊椎動物宿主へ媒介される
ウイルスの総称である．アルボウ
イルスは，節足動物と脊椎動物宿

主の両方で増殖が可能であることが，節足動物での増
殖を伴わず機械的に伝播されるウイルス（牛伝染性リン
パ腫ウイルス，ランピースキン病ウイルス等）との大き
な違いである［1］．アルボウイルスは，分類学的な意味
合いを持たず，節足動物による伝播が感染環に含まれ
る，多様なウイルス群を全て包括している．媒介種は，
蚊，ヌカカ，サシチョウカ，マダニの 4つのグループに
属し，個々のアルボウイルスに対して媒介能を持つ種は
限られている．したがって，個々のアルボウイルスの伝
播が起こる時期や地域は，それぞれの媒介種の生態に強
く影響される．
媒介節足動物の吸血過程は，アルボウイルスの伝播に
おいて最も大きな役割を占めている．ウイルス血症を起
こしている脊椎動物宿主から吸血した節足動物の体内で
は，中腸細胞にウイルスがまず感染し，そこから体腔内
に広がってくる．体腔内で増殖したウイルスは唾液腺に
到達し，媒介節足動物が再吸血する際にだ液とともに注
入され，感受性の脊椎動物宿主での感染が成立する．媒
介節足動物は一度感染すると，終生，ウイルスを保持し
続けると考えられている．蚊やヌカカ，サシチョウカで
は，メスのみが卵巣を発達させる栄養源とするため吸
血を行う．吸血と産卵は複数回繰り返されるため，その
間にウイルスの取り込みと感受性動物への伝播が成立す
る．マダニは雌雄ともに吸血するが，多くのマダニは 3

宿主性で発育ステージごとに宿主を変えるため，その過
程でウイルスの獲得や感受性動物への伝播が起こる

［1］．また，経卵感染により，媒介節足動物のなかで世
代を超えてウイルスが維持される場合もある．
アルボウイルスの多くは，人や家畜，野生動物に対す
る病原性は認められていない．また，病原性を持つ場合
も不顕性感染の割合が高い，あるいは，軽微な症状の
みを起こす場合も多い．したがって，自然界ではさまざ
まなアルボウイルスの感染が，気づかれないうちに静か
に拡大していると考えられる．一方，アルボウイルスの
なかには，脊椎動物宿主に対して重篤な症状を引き起こ
すものもあり，人の健康や家畜の生産性に影響を与える
ことから，予防や防疫による対応が必要な場合もある．
わが国では，牛のアルボウイルス感染症が継続的に発生
しており，その対策に大きな労力が割かれてきた．本稿
では，国内で確認されている牛のアルボウイルス感染症
について概説するとともに，現状についても共有を図る．

牛の疾病に関係するアルボウイルスの分類
近年，ICTV（国際ウイルス分類委員会）によりウイ
ルスの分類法が見直され，ウイルスの分類群の名前やウ
イルスの命名法の変更もあり，多少の混乱が生じてい
る．例えば，過去には"血清群"が近縁のウイルスで構
成されるグループを指す言葉として使用されていた．し
かし，ウイルスゲノムの遺伝子配列の解析が進んだこと
により，血清学的な分類から，遺伝学的分類へと移行し，
"血清群"は分類学的には使用されなくなっている．ま
た，生物と同様，ウイルスにも二名法（属名＋種小名）
による学名が付けられ，従来のウイルス名は，更に下位
に位置付けられている［2］．牛に感染するアルボウイル
スについても，整理が必要と思われるため，表 1に主要
なウイルスについて分類学上の情報を記載した．なお，
血清群名については便宜上必要な場合は，適宜，本稿で
も使用することとする．
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監視伝染病に指定されている牛のアルボウイルス感染症
家畜伝染病予防法では，牛を対象とした監視伝染病の
なかに，9つのアルボウイルス感染症が含まれている．
更に，まん延を防止するため，強力な措置を講ずる必要
がある家畜伝染病として，3つの疾病（流行性脳炎，水
疱性口内炎，リフトバレー熱）が指定されているが，今
のところ日本脳炎ウイルスによる流行性脳炎以外の発生
は報告されていない．残りの 6つの疾病は，届出伝染病
に指定され，国内での発生が認められている（表 2）．
これらの疾病のうち，アカバネ病，アイノウイルス感
染症，チュウザン病は，牛の異常産（流産，早産，死産，
先天異常子の分娩）を主徴とし，家畜の生産性に大きな
影響を与えてきた．また，過去には牛流行熱やイバラキ
病の大規模な流行も報告されている．近年では，流行の

規模は大きくないものの，アカバネ病や牛流行熱のよう
に，周期的な発生が認められる疾病もある（図）．ここ
では，国内でみられるアルボウイルスによる監視伝染病
について解説を加える．
アカバネ病：異常産（流産，早産，死産，先天異常子
の分娩）及び生後感染による脳脊髄炎を主徴とする，牛，
めん羊，山羊，水牛のアルボウイルス感染症である．原
因ウイルスであるアカバネウイルスは，1959年，群馬
県館林市赤羽地区の家畜舎で採集されたキンイロヤブカ
から初めて分離された［3］．当時は，アカバネウイルス
と疾病との関連は確認されていなかった．1972～75年
に，42,000頭の牛で異常産が発生した際に，血清疫学
的な調査からアカバネウイルスが異常産の原因であるこ
とが明らかになった［4］．

表 1　国内で確認されている牛に感染する主要なアルボウイルス

科 属 種 ウイルス

Peribunyavirus 
（  ペリブニャ 
ウイルス）

Orhthobunyavirus 
（  オルソブニャ 
ウイルス）

Orthobunyavirus akabaneense Akabane virus 
（アカバネウイルス）

シンブ 
血清群

Orthobunyavirus ainoense Aino virus 
（アイノウイルス）

Orthobunyavirus peachesterense Peaton virus 
（ピートンウイルス）

Orthobunyavirus  
schmallenbergense

Sathuperi virus 
（サシュペリウイルス）

Shamonda virus 
（シャモンダウイルス）

Orthobunyavirus bataiense Batai virus 
（バタイウイルス）

Sedoreoviridae 
（  セドレオ 
ウイルス）

Orbivirus 
（  オルビ 
ウイルス）

Orbivirus caerulinguae bluetongue virus 
（ブルータングウイルス）

Orbivirus ruminantium epizootic hemorrhagic disease virus 
（流行性出血病ウイルス）

Orbivirus palyamense

Chuzan virus 
（チュウザンウイルス）

パリアム 
血清群

DʼAguilar virus 
（ディアギュラウイルス）

Bunyip Creek virus 
（ブニップクリークウイルス）

Marrakai virus 
（マラカイウイルス）

Orbivirus yunnanense Yunnan orbivirus 
（ユンナンオルビウイルス）

未分類 Guangxi orbivirus 
（クアンシーオルビウイルス）

未分類 Yonaguni orbivirus 
（ヨナグニオルビウイルス）

未分類 Tibet orbivirus 
（チベットオルビウイルス）

Rhabdoviridae 
（  ラブド 
ウイルス）

Ephemerovirus 
（  エフェメロ 
ウイルス）

Ephemerovirus febris bovine ephemeral fever virus 
（牛流行熱ウイルス）

Flaviviridae 
（  フラビ 
ウイルス）

Orthoflavivirus 
（  オルソフラビ 
ウイルス）

Orthoflavivirus japonicum Japanese encephalitis virus 
（日本脳炎ウイルス）
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表 2　国内で発生する主要な牛のアルボウイルス感染症

ウイルス 疾　病 主な症状 監視伝染病 ワクチン

日本脳炎ウイルス 流行性脳炎 神経症状 法　定

アカバネウイルス
アカバネ病（胎子感染） 流産，早産，死産

先天異常（水無脳症・関節彎曲症） 届　出 〇

（生後感染） 神経症状（麻痺，起立不能など） ─  

アイノウイルス アイノウイルス感染症 流産，早産，死産
先天異常（水無脳症・関節彎曲症・小脳形成不全） 届　出 〇

チュウザンウイルス チュウザン病 先天異常（水無脳症・小脳形成不全） 届　出 〇

イバラキウイルス イバラキ病 発熱，嚥下障害，元気消失，流涙，結膜充血，
浮腫，鼻汁漏出，泡沫性流涎 届　出 〇

ブルータングウイルス ブルータング 発熱，鼻汁漏出，顔面浮腫，嚥下障害，
舌・口唇・鼻腔・口腔粘膜の腫脹・潰瘍形成 届　出  ─ 

牛流行熱ウイルス 牛流行熱 高熱，元気消失，起立不能，乳量低下，泌乳停止 届　出 〇

ピートンウイルス 流産，先天異常 ─ 〇

シャモンダウイルス 先天異常  ─  ─ 

サシュペリウイルス 先天異常  ─  ─ 

ディアギュラウイルス 先天異常（水無脳症・小脳形成不全） ─   ─ 

流行性出血病ウイルス 流行性出血病＊ 発熱，嚥下障害，元気消失，流涙，結膜充血，
浮腫，鼻汁漏出，泡沫性流涎，死流産 ─   ─ 
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図　牛のアルボウイルス感染症の国内での発生状況
＊アカバネ病と牛流行熱の縦軸は対数表示

アカバネ病による先天異常子では，四肢の拘縮や脊柱
の彎曲などの体形異常（関節彎曲症）や，大脳欠損（水
無脳症）が認められ，病理学的所見では，矮小筋症や脊
椎腹角の神経細胞の減数・消失が観察される．アカバネ

病の発生は，夏ごろから流産が先行し，秋から翌春にか
けて死産や先天異常子の分娩が起こる．アカバネウイル
スの伝播は，媒介節足動物（ヌカカ）の発生量が多い，
初夏から秋にかけて起こるため，感染が拡大する時期
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と，病気の発生時期にはタイムラグがみられる．他のア
ルボウイルスによる異常産でも，同様の傾向がみられる．

1984年，鹿児島で脳炎起こした子牛から，従来の株
と抗原性に違いがある Iriki株が分離された［5］．通常，
アカバネウイルスが生後に感染しても，一過性の発熱や
白血球減少などの軽い症状しか示さないことから，Iriki

株は病原性が変化したアカバネウイルスの変異株とされ
た．また，2006年には，九州でアカバネウイルスの生
後感染による脳脊髄炎が流行し，若齢牛を中心に 180

頭の牛が発症した［6］．更に 2011年には，生後感染に
よる脳脊髄炎が中四国を中心に流行している［7］．発症
牛では，各部位の麻痺や起立不能，後弓反張，振戦など
の中枢神経の障害による症状が認められている．アカバ
ネウイルス国内分離株は，分子系統解析により geno-

group ⅠとⅡに分けることができるが，これまで脳脊
髄炎に関与した株のほとんどは，genogroup Ⅰに含ま
れていることから，ウイルスのゲノム上の変異が病態を
変化させたことが示唆されている［7］．
アカバネウイルスのまん延は，九州・沖縄，中四国で
しばしば認められ，異常産の予防にワクチンが使用され
ている．一方，東北や北海道でもアカバネ病が流行した
ケースもあることから，全国的にアカバネ病の発生リス
クがあることを認識し，予防に努める必要がある．
アイノウイルス感染症：異常産を主徴する，牛，水牛，
めん羊，山羊の感染症である．病因となるアイノウイル
スは，1964年に長崎県旧愛野町（現雲仙市）で採集さ
れたコガタアカイエカより分離された［8］．1972～75

年のアカバネ病の流行期に，先天異常を持つ子牛からア
イノウイルスに対する抗体が検出されており，異常産と
の関連が指摘されていた［4］．その後，アイノウイルス
は牛の流産胎子からも分離され，感染実験においても先
天異常子の分娩が再現されている［9, 10］．アイノウイ
ルス感染症でも，先天異常子では関節彎曲症や水無脳症
が認められるが，アカバネ病とは異なり，小脳形成不全
がみられる．
アイノウイルス感染症の発生頭数は，1996～97年に
約 700頭，それ以降の流行では数十頭で，発生は近畿
以西で起こっている．アイノウイルスの検出は，2008

年以降，九州以北では報告がなかったが，2024年には
九州でおとり牛での抗体陽転や，発生が報告され，再度
の流行が懸念される．
チュウザン病：1985年冬から翌春に，九州南部を中

心に，大脳欠損や小脳形成不全を呈する子牛の分娩が，
約 2,400頭で発生した［11］．1985年には鹿児島市中山
町にある家畜衛生試験場九州支場（現農研機構鹿児島研
究拠点）の牛舎で飼養されていた牛の血液や，採集され
たヌカカからウイルスが分離され，血清疫学的調査から
原因ウイルスであることが明らかになった［12, 13］．

分離されたウイルスは，チュウザンウイルスと命名さ
れ，同ウイルスによる疾病もチュウザン病と名付けられ
た．後にチュウザンウイルスは，パリアムウイルス種
（旧パリアム血清群）のカスバウイルス（1957年にイン
ドで分離）と同じ血清型であることが判明した［14］．
アカバネ病などとは異なり，先天異常子では体形異常
は認められず，外貌上の著変もないが，起立不能や歩行
困難，自力吸乳力の欠如，四肢の回転，後弓反張などの
神経症状を示す．1985～86年の流行後は，チュウザン病
の発生は散発的であるが，沖縄ではおとり牛からしばし
ばチュウザンウイルスが分離されているため，日本周辺
地域ではウイルスがまん延していると考えられる［15］．
イバラキ病：原因ウイルスは，流行性出血病ウイルス

（EHDV）の血清型 2の株のひとつであるイバラキウイ
ルスである．イバラキウイルスに感染後，発症した牛で
は，発熱，食欲及び元気の減退，眼結膜の充血と浮腫，
鼻汁漏出，泡沫性流涎，口腔粘膜の潰瘍や糜爛がみられ
る．嚥下障害を起こした牛は，水分飢餓による脱水症状
や誤嚥性肺炎により，予後不良となる．また，嚥下障
害を呈した牛では，咽頭部や食道の筋肉に変性壊死がみ
られる．
イバラキ病は，1959～60年に九州から関東にかけて
の広い範囲で流行し，43,793頭の牛が発症し，4,298頭
の牛が斃死した［16］．1959年の流行時に数株のウイル
スが牛の血液から分離されており，分離株を用いた感染
実験により，牛での病態が再現されている．後にイバラ
キウイルスは，血清学的性状の解析により，EHDV血
清型 2であることが判明した［17］．大流行以降は，
1982年及び 87年に小規模な発生がみられ，2013年に
鹿児島県で 2頭の発症牛が報告されている［18］．イバ
ラキウイルスは，EHDV血清型 7とも血清学的に交差
性を示すため，血清型 7によりイバラキ病様の症状を示
した牛も，発症頭数に加えられていた可能性もある
［19］．
ブルータング：ブルータングウイルス（BTV）の感

染による，牛，めん羊，山羊等の反芻動物の疾病であり，
発熱，元気及び食欲減退，口腔内の潰瘍・糜爛形成，浮
腫などを主徴とする．特に，めん羊では重篤な症状を示
し致死率も高いが，牛では不顕性感染が多い．ブルータ
ングウイルスは，長らく 24の血清型に分けられていた
が，近年ではそれらの血清型に分類されない非典型的な
株の分離・検出が相次いでいる［20］．
国内では，初めて 1994年に関東地方の農場で，めん
羊での発症が確認された［21］．以降，散発的なブルー
タングの発生が，関東や東北南部を中心に，めん羊や牛
で報告されている［22］．国内では，複数の血清型のウ
イルスがおとり牛やヌカカから分離されており，過去の
血清サーベイランスの結果からもまん延が繰り返されて
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いたと考えられるが，牛での発症の報告は限られている
［23］．
牛流行熱：牛流行熱ウイルスによる，牛や水牛の急性
熱性疾患である．発症牛では，41～42℃の発熱や元気・
食欲の減退・廃絶，四肢関節の浮腫及び疼痛による跛
行，起立不能などが主徴となる．また，乳用牛では泌乳
量の減少や泌乳停止がみられる．致死率は低いが発症率
は高く，流行が大規模になった場合は，経済的な損失が
大きい．
国内での牛流行熱の大流行は過去には度々報告されて
おり，1948～51年の流行では，発症牛及び死亡牛が，
それぞれ，77万頭，及び 1万頭に及んでいる［24］．か
つては，イバラキ病とともに流行性感冒として法定伝染
病に指定されていた．九州以北では，1992年から長ら
く発生がなかったが，2015年に鹿児島県で小規模な発
生があった［25］．一方，沖縄県の八重山地域では，周
期的な牛流行熱の流行が認められており，発生状況や分
離されたウイルスの分子系統解析から，台湾や中国等の
隣接地域での流行が波及したと考えられている［25-
27］．
流行性脳炎：流行性脳炎は，蚊によって媒介される複
数のアルボウイルスの感染が原因となるが，これまでの
国内での発生は日本脳炎ウイルスによるものである．日
本脳炎は，ウイルスが感染した動物種により病態が異な
り，豚では死流産や精巣炎，馬では脳炎が主徴となる
［28］．牛では，多くの場合，不顕性感染となるが，過
去には脳炎により神経症状を起こした例が報告されてい
る［29］．

監視伝染病以外のアルボウイルス感染症
監視伝染病以外にも，アルボウイルスが牛の疾病に関
与する例が報告されている．その多くは，感染実験によ
り病態が再現されていないことから，"関与を強く疑う"
と表現される場合が多いが，症例報告の積み重ねによ
り，それらのウイルスの牛に対する病原性が強く示唆さ
れるようになっている（表 2）．
オルソブニャウイルスによる疾病：アカバネウイルス
及びアイノウイルス以外のシンブ血清群に分類されてい
たオルソブニャウイルスのなかには，異常産との関連が
疑われるウイルスが含まれる．ピートンウイルスは，
オーストラリアで 1974年に初めて分離されていたが，
1999年，九州でのまん延が確認されて以降，散発的に
ピートンウイルスの関与が疑われる牛の先天異常や流産
の症例が，九州・沖縄，中四国で報告されている［30, 

31］．シャモンダウイルスは，1960年代にアフリカのナ
イジェリアで確認されていたが，長い時間を置いて，
2002年に遠く離れた九州で分離された［32］．これまで，
先天異常を持った子牛へのシャモンダウイルスの感染が

確認されており，2015年冬～2016年の春にかけて，九
州でシャモンダウイルスが関与する小規模な異常産の流
行が起こっている［33］．ピートンウイルスとシャモン
ダウイルスの関与が疑われる先天異常子では，体形異常
に伴い，病理学的所見として，骨格筋の脂肪置換がみら
れるのが特徴的である．一方，アカバネ病のように大脳
の欠損はあまり認められていない．また，1957年にイ
ンドで分離されたサシュペリウイルスも，1999年以降，
国内での牛への感染が確認されており，牛の異常産との
関連も示唆されている［34］．シンブ血清群以外のオル
ソブニャウイルスでは，人や牛に軽微な症状を引き起こ
すことが報告されているバタイウイルスが，沖縄県で飼
養されていた牛から分離されている［35, 36］．
流行性出血病：イバラキウイルス以外の EHDVの株

による流行性出血病は，国内では届け出対象とはなって
いない．一方，WOAHでは流行性出血病はリスト疾病
であり，さまざまな血清型の EHDVによる牛やシカで
の発生報告が世界中からなされている［37］．国内では，
EHDV血清型 7による牛の嚥下障害や死流産の発生が
1997年にあり，特に死流産は九州で 1,000頭超える症
例が報告されている［18, 38］．また，EHDV血清型 6

によるイバラキ病様疾病の発生が，2015年に兵庫県で
報告されていている［39］．国内では，他に EHDV血清
型 1，5，及び新規血清型と考えられる 10が分離されて
いるが，牛の疾病との関連は明らかになっていない［40, 

41］．
その他のオルビウイルスによる疾病：国内では，チュ
ウザンウイルス以外にパリアムウイルス種に含まれる
ディアギュラウイルス，ブニップクリークウイルス，マ
ラカイウイルスが分離されている［42］．2001年には，
九州でディアギュラウイルスがおとり牛やヌカカから分
離され，同年の冬から翌年春にかけて，チュウザン病様
の疾病が発生した［43］．ディアギュラウイルスは，チュ
ウザンウイルスと血清学的交差性を有することから，当
初はチュウザンウイルスの関与が疑われたが，発生地域
ではチュウザンウイルスは分離・検出されていない．
ディアギュラウイルスは，近畿以西では繰り返し検出さ
れており，また，九州を中心に同ウイルスの関与を疑う
異常産が散発的に発生している［42, 44］．一方，ブニッ
プクリークウイルスとマラカイウイルスの関与が疑われ
る野外症例は，これまで見つかっていない．

BTVや EHDV，パリアムウイルス以外のオルビウイ
ルスの感染も，近年，沖縄を中心に確認されるように
なっている［41］．ユンナンオルビウイルスやクワン
シーオルビウイルスは，供に，中国で蚊及び牛から分離
されたウイルスであるが，2014～19年に八重山で行わ
れた調査では，多数の株が牛の血液から得られている．
また，分離ウイルスのなかには，新規のオルビウイルス
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が含まれており，最初の分離地名から，ヨナグニオルビ
ウイルスと名付けられた［45］．これらのウイルスの病
原性は不明であるが，ペルーでは神経症状を呈した牛や
めん羊，犬，ロバの脳からユンナンオルビウイルスが分
離されている［46］．これら 3つのオルビウイルスの牛
群でのまん延度は高いと考えられるため，今後はこれら
の病原性に着目した調査・研究が必要である．また，
2014年に初めて報告されたチベットオルビウイルスは，
その後，中国や日本で複数の血清型が分離されるとも
に，牛での感染も確認されている［47-49］．チベット
オルビウイルスの病原性は不明であるが，EHDVや
BTVとは比較的近縁であるため，野外でのまん延状況
について注視する必要がある．

媒介節足動物
日本脳炎ウイルスは，蚊によって媒介されることが示
されている．一方，オルソブニャウイルスのうち，旧シ
ンブ血清群のウイルスや EHDV，BTV，パリアムウイ
ルス種は，ヌカカによって媒介されると考えられてい
る．アカバネウイルスやアイノウイルスは，当初，蚊か
ら分離されているが，ウイルスを含む血液を十分に消化
していない蚊をウイルス分離に供試した可能性もある．
また，繰り返しヌカカからこれらのウイルスが分離され
ていることからも，ヌカカが媒介節足動物であることが
示唆される［50, 51］．ヌカカは多数の属に分かれるが，
そのうちの Culicoides属がアルボウイルスを媒介する
ことが知られている．同属のヌカカは，体長 1～3 mm

程度の微小な吸血昆虫で，世界中で 1,270種程度が知ら
れている［52］．国内では，オルソブニャウイルスやオ
ルビウイルスが同属のウシヌカカから分離される割合が
高いことから，同種が主要な媒介種であると考えられて
きた［50, 51］．しかし，ウシヌカカが分布しない北日
本でもアカバネ病の発生が認められることから，寒冷地
にも分布する別の種類のヌカカが伝播に関与しているこ
とが示唆されている［53］．
牛流行熱ウイルスは，国外ではヌカカと蚊の両方から
分離されているが，未だにそのどちらがウイルスを媒介
しているかは，明確な答えは出ていない［54］．また，
近年，国内で分離されたオルビウイルスは，媒介種が不
明なものもあることから，野外で採集した吸血性の節足
動物からのウイルス検出や，各種ウイルスと節足動物を
組み合わせた感受性試験などにより，媒介種を確認して
いく必要がある．
媒介種を特定することにより，その生態に基づき，ウ
イルスの伝播時期やまん延地域等をある程度予測できる
と考えられる．また，発生源や休息場所等の特定や，忌
避剤や殺虫剤の有効性の検証により，防除を促進するこ
とも可能である．しかしながら，家畜のアルボウイルス

感染症に関しては，費用対効果の面から媒介節足動物対
策は積極的には行われていないのが現状である．今後
は，国内の状況にあった媒介節足動物対策の確立も重要
になると考える．
蚊やヌカカは，気流に乗って長距離を移動することが
示唆されており，アルボウイルスの感染が，短期間で広
範囲に拡大する主因であると考えられる［55］．日本の
ような島国では，まん延地域で感染した蚊やヌカカが，
海を越えて運ばれることにより，牛などの感受性動物の
間での感染が始まると推測される．また，九州以北では，
冬の間，蚊やヌカカの活動は休止することから感染環が
維持されず，一般的にアルボウイルスの常在化は困難で
あるため，周辺地域から供給される多様なアルボウイル
スによる一過性の感染の広がりが，毎年，繰り返されて
いると考えられる．飛来性の媒介節足動物の侵入や環境
中での拡散を防ぐことは事実上不可能であることから，
アルボウイルスの感染を制御するには，発症動物への対
策が重要になってくる．

予　　　　　防
家畜用のワクチンは，主要なアルボウイルス感染症に
対して市販されており，発生頻度の高い地域を中心に使
用されている（表 2）．近年は，過去にみられたような
大規模なアルボウイルス感染症の発生はないが，これは
ワクチン接種が一定の効果を挙げているためとも考えら
れる．アルボウイルス感染症に対するワクチンは，媒介
節足動物の発生量が多くなり，伝播リスクが高くなる初
夏前に接種することが推奨されている．
アルボウイルス感染症の発生がない年が続くと，現場
の関心が低下することから，ワクチン接種を高率で維持
することは困難な場合も想定される．しかしながら，日
本周辺地域では各種アルボウイルスのまん延が続いてお
り，それらのウイルスが国内に侵入する可能性を常に考
慮する必要がある．特に，侵入時に当該ウイルスに対す
るワクチンの接種率が低い場合は，異常産などの大きな
流行につながることが懸念されるため，現場での啓発が
重要になる．
家畜の疾病への関与が疑われるアルボウイルスのほと
んどは，ワクチンが開発されていないため，予防するこ
とはできない．一方，そのようなウイルス全てに対して
ワクチンを開発して接種を行うことは，費用対効果の面
からも現実的ではないと思われる．個々のウイルスが関
与する野外症例数や，感染実験等による病原性の精査に
より，優先順位を決めて対応を検討することが望ましい．

監　視　体　制
国内では農林水産省の事業で，おとり牛（前年未越夏
の若齢牛）の血液を用いたアルボウイルス感染症のサー
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ベイランスを，各都道府県の家畜保健衛生所が主体に
なって実施している［56］．現在では，アカバネウイル
スに対する抗体検査は全国を対象に，アイノウイルスと
チュウザンウイルスに対する検査は近畿以西の各府県を
対象に行われている．また，BTV，EHDV，シンブ血
清群ウイルス，パリアムウイルス種に対する遺伝子検査
も，九州・沖縄各県で実施されている．地域によって検
査内容が異なるのは，これまでの発生状況やサーベイラ
ンスによる抗体陽転状況を反映した結果である．上記の
サーベイランスに加えて，おとり牛や発症牛及びその同
居牛，ヌカカ等からのウイルス分離も，一部の県や動物
衛生研究部門で実施されており，国内に侵入・まん延す
るアルボウイルスの監視に貢献している．

今 後 の 展 望
近年では，アルボウイルスの検出技術や遺伝子解析の
高度化により，これまで考えられてきた以上に，家畜に
感染する多様なアルボウイルスが国内に侵入，または，
周辺地域にまん延していることが明らかになってきた
［57］．それらの多くは，目立った病原性を家畜には示
さないが，変異や遺伝子再集合等により，強い病原性を
獲得する可能性もある．また，地球規模での気候変動は，
媒介節足動物の分布や活動時期，それらを運ぶ気流に影
響を与え，結果的にアルボウイルスのまん延地域や伝播
時期の拡大をもたらすことも考えられる．今後は，国内
での流行地域の拡大や頻度の増加に加えて，国内新規ウ
イルスや変異ウイルスによる突発的な家畜疾病の発生に
も警戒する必要がある．アルボウイルスは制御すること
が非常に困難であり，しばしば新興感染症の原因ともな
ることから，監視体制を強化しつつ，被害の低減を図る
ため，予防，防疫体制を構築していく必要がある．
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